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1緒 言

洋の東西を問わず,古 代文明を築いた民族は紫を高貴 の色 に選 び,紫 色 の服装 は帝王 と

貴族の専有す るところであ った.古 代エ ジプ トではccチ リアン紫"と して知 られ てい るフ

エ ニキヤ産 のテ ッボ ラ属のホ ネガイの発色分泌液か ら得た染料を もって布 を紫に染 めた.

貴 重な染材であ って,近 代 の方法を もって処理 してさえ,貝 の12,000個 か ら1、49の 染 料

が得 られ るに過 ぎない とPerkin1)は 記 載 している.

この染料は20111:紀に 入ってFriedlander2)に よ って主成分 は6:6!Dibromo-illdigotin

と決 定 された.

東 洋の古代紫 は,ム ラサキ科 に属す る多年生草 本 ムラサキL.ithospermumerythrorhi.zort

の 根 部,い わゆ る紫根(し こん)を 天然染料 として布地を染めた.紫 根が染料,医 薬 とし

ての歴 史は古 代中国に始 まる.中 国北部,朝 鮮 お よび 日本 に広 く分布3)し て いた植物 な

のでわが国へはその 染料技術が大陸 よ り半 島を経 て渡来 した ものであろ う.万 葉集4)に

次 の歌 がそれを物語 っている.

辛 人之衣染云紫之情染而所思鴨(569)な お,「 紫 の根延ふ」(1825)「 紫 は根をか も」

(3500)は 松 田修5)の 指 摘す るよ うに紫根が染料に用 い られ たので当時 の人 び との関心を

表 わ した ものである.

さ らに万葉集には

紫者灰指物 曽海石榴市之八十街n相 児哉誰(3101)が 知 られてい る.

「紫 は灰指す ものぞ」一 武 田祐吉6)の 解 くところに拠 ると 「ムラサキ草の根の しぼ り汁

に灰を まぜ て紫色 の染料 を得 る.そ の灰 は椿 の灰を よしとす るので ツバイチを引 き出す縁

とす る」 この歌は椿の灰を紫染の媒染剤(mordant)と した ことを証す る 日本最古の文字

である.上 代 よ り奈 良朝 までの紫染に ついて染 色方 法の詳細は知 られていない.平 安朝に

至 って延喜式7)に 染 色の記事 が表 われ る.縫 殿寮 において官用衣服地 の染色 であ って,

「深紫綾一疋。 紫草珊 斤,酢 二升,灰 三石,薪 三百六f斤 」 とある.内 蔵 寮雑染の部に

も,布 生地,薪,灰,酢,藁,染 桶,杓 の数 な ど必要 器材が列記 されて最後に 「右毎年起

二 月一 日至五月量 日依件染畢云 々」 とあって,深 浅 の紫染 に紫草一 万五千四百珊斤 を用 い

て丸四ケ月,男 女六人で紫染を なした ことが判 明している.な お六月か ら八 月 までの3ケ
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月は茜染や黄藥,苅 安草を用いての染色であるが,紫 染に日数がか 鼠るのは灰汁処理作業

の久しきに亘 り,染 色にも染め重ねるためであろ う,紫 染のように王朝時代か らの古式の

染色技術は時代を経るにしたがって,手 数のか 瓦るものは 次第に忘れ去られた.江 戸初

期,慶 安四年(1651)開 板の 「萬聞書秘伝抄8)」 には国ほんむらさきのそめようの事と題

しての記述には椿の灰を下地 として紫根で薄紫に染め,紅 で交染(こ うせん)し て,椿 の

灰で青味を付けている.2に せむらさきそめようの事.の 項では蘇栃を明馨で媒染してい

る.同 時代に中国において刊行された「天工開物」9)においても,古 代紫染は忘れ られ,蘇

木を下地 として青饗を媒染剤に用いて紫染となしている.享 保14年 に至って,徳 川将軍吉

宗が染色の復古を唱え,江 戸城吹上御苑に染殿を開き,染 工を集めて,延 喜式にたがわぬ

様に染めるこを命 じた.延 喜式通 りの染色に成功した成果を「式内染鑑」と名づけて染色見

本帖 として後の証としたことが 「徳川実記」中10)に 見えている.こ の 「式内染鑑」に貼

布 した染布の色を絵具をもって写 した書物が数種伝わってお り,丹 波福知山城主朽木昌綱

の蔵書であった朽木文庫本に 同名の 「式内染鑑」11)がある.こ れを見ると深紫以下紫染4

種の色が判明する.そ の材料の記載は延喜式と同様である.狩 谷液斎の研究12)に よると

延喜の升 目は唐制であって江戸時代の本邦の升 目と大 きい違いがあるが,延 喜の升目を踏

襲して復古を成し遂げたものであろうか.文 政9年(1826)下 野国黒羽藩主大関増業13)

は 「機織彙編」五巻を著わし,そ の巻の二において 「紫色染方」の項に復古の方法を記 し

た.灰 媒染による紫根染めであるが布の灰汁漬けには及んでいない.上 村六郎14)に よれ

ば 「茜染や紫染は灰汁の中で何十回となく処理して,し か も染 液の中でも何 回か処 理す

る.そ れではじめてあの深味のある色が出てくる」 と記し古代紫染の根気のいる染色であ

ることを述べている.さ らに 「紫染は染色の際に熱をかけると変色するので普通60度 位で

染色を行なっている.温 度をあげると染料が分解されて染めあがる色が赤味を持った紫に

ならないで青黒い暗い色に変って行く」と語 り,灰 汁と酷で発色を調節する苦心をも記し

ている.黒 田チカ15)に よって紫根の紫色素は単離され,そ の融点は148.C付 近であって熱

湯で分解されない.恐 らく混在するタンニン酸によって天然染料では変色が起ると考えら

れる.椿 の灰はアル ミニウム分が多 く遊 離アルカリが少ないことは従 来から知られてい

る.灰 汁の中に漬けることを何十回も繰返すのは何を意味するか,染 着を重ねることも布

に吸着する染料の重量増加を追えばその リミッ トも判明するのではないか.古 代紫染はも

早や経済的には成立 しない染色法であ り一部の工芸家が余裕をもって行なっているもので

あるが,そ の染色法には上述の様な疑問点を残 している.著 者 らは奈良の地に学ぶ由縁(

ゆか り)を えて,古 代技術に関心 と興味を覚え古代染色の研究を志 した.古 代人の経験を

積み重ねた上に得た技術の底に在る学理を探る目的である.

2.実 験

2.1試 料

2.1.1試 験 布:Bombyx属 の 家蚕絹糸を用いて織 った淡黄 白色 の未晒絹布を用 いた.な

お木綿は上代 日本には輸入 されてお らないが天笠未晒木綿を絹 と併用 した.

2.1.2紫 根:南 部産紫根(昭 和46年 採 取)を 用 いた.帯 赤紫色,特 有 の香気 を有す る も

のである.水 分=・11.87%灰 分 一15.23%ベ ン ゼン可溶分=2.34%.

2.1.3椿 灰:日 本在来種の山椿の葉を選んで下記の古法に したが って灰化 した.

椿 葉 の採集:昭 和46年8月28日.午 前8時 ～10時,高 知県土佐清水市下川 口町坂井地 区の

雑木林の傾斜25。 の 山腹において椿 の若 木(年 輪20年)を 切 倒 し小枝 に して椿葉を得た.
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椿葉の灰化:小 枝の椿葉を平地に運びブリキ板上に日光の直射下に乾燥 さす.と きどき葉

を混ぜかえし充分に 口光に晒す.葉 は緑色を失 って淡い茶色となる.約7時 間風乾したの

ち,乾 燥した杉葉で親火を作 り,火 勢が著しくなった時に,火 の上に椿葉をのせて燃や

す.燃 やしなが ら火の中心をず らせて椿葉を次 々に灰化させる.杉 葉は灰となっても葉の

形状を崩さず,椿 の灰 と容易に分離できた.放 冷後,椿 灰を採取し研究室に持帰った.

2.1.4椿 灰汁:分 析ならびに媒染用の灰汁は飽和水溶液を用いた.分 析試料は風乾椿灰

(水分一8.62%)を10.02採 り1L.ビ ーカーに移し300mlの 蒸溜水を加え,ア スベス ト板

上で液を沸 とうさせ,か きまぜなが ら10分間保ち上澄液をdecantationし,三 度この操作

を繰返し上澄液を合わせて放冷す る.翌 日,こ の液を1L.メ スフラスコにU過 しつx入

れ,U紙 上に残渣となった灰を洗浄 して1Lと した.

2.2試 料の分析:A.0.A.C.16)法 に準 じて行ない,椿 灰は水分遊離の試料として濃

塩酸(比 重1.15)で 処理し,残 渣を焼灼法によりSio2を 秤量し,U液 から系統的に重量

法をもって定量した.塩 酸浸出液中に溶存 したケイ酸は濃硝酸を加}て 蒸発乾澗し,再 び

濃塩酸を注加して生じた残渣をSio2に 加算した.

椿灰汁の分析は一定量を採 り蒸発乾澗して溶存固形物 として濃塩酸分解を行ない,一 部は
一定量を ピペ ットアウ トして容量法ならびに比色法をもって分析を行なった.ア ルカリ定

量を容量法により,鉄 およびアル ミニウムは比色法によっている.

2.2.1椿 灰ならびに椿灰汁の分析結果を第1表 に示す.

2.3灰 汁漬け:古 代紫染の前処理作
第2表 灰汁漬けによる試験布の重量変化業として絹生地の灰汁漬けを行なう.

第1表 椿灰ならびに椿灰汁の組織
日 数 絹 布(10×10cm)綿 布(10×10cm)

椿灰(%)陵 灰汁(%)

K20

Na20

CaO

MgO

MnO

Fe20g

Al203

SO4

P205

SiO2

30.82

3.96

10.59

4.33

1.28

1.02

1.97

1.35

15.66

22.98

19.85

10.13

0.48

0.22

0.34

0.17

0.84

0.27

3.30

10.38

古代の方法では椿灰水の上澄の中へ絹

を浸し絞 って風乾して,こ れを繰返し

たことが推定されている.実 験室にお

いて先づ絹および木綿布を蒸溜水を沸

とうさせた中に入れて5分 間づ 瓦3回

洗瀞 した後にこれを風乾し98～100.C

で30分乾燥し,さ らにデシケ0タ ・一中

0

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

0.8500(9)

0.8487

0.8467

08281

0.8487

0.8502

0.8549

0.8561

0.8572

0.8626

0.8629

0.8651

0.8695

0.8702

0.8764

0.8794

0.8804

0.8804

0.8804

0.8803

0.8804

1.5358(9)

1.5502

1.5597

1.5643

1.5683

1.5691

1.5708

1.5710

1.5708

1.5708

1.5711

に30分 放 置 した布を秤量 して灰汁漬け用の 試験布(10×10cm)と した.灰 汁200mlを 入

れた300mlの ビー カー2個 を用意 して,そ れぞれ絹お よび木綿 を0夜 浸 し翌 朝 絞 って風
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乾し,乾 燥 と放冷を上記の様にして秤量し再び灰汁漬けを繰返 して布の可視的変化を観察

し,重 量変化を記録した.

2.3.1灰 汁潰けによる絹および木綿布の重量変化:実 験の結果は第2表 の如 くであ り,

これをグラフに示すとその変化が如実である.

1

1

/.:

1

1.

1

1.、

U,

・石 〔1.87

lll・・8b

11.s1

0・8,;

(1・

,( 6sgmll1213Ul516b『1δ

日 数

第1図 絹および木綿重量変化

絹は灰汁漬けの操作によって急速な減量を示す.こ れは絹蛋白組織が灰汁中のアルカリの

作用によって組織表層のセ リシンが灰汁中に溶出す ることが考えられ る.溶 出が止 まると

再び重量が増加する.木 綿においては灰汁中の成分を吸着するのみで組織の変化は認めら

れない.灰 汁漬けの重量変化が停止するのは絹布は15日,木 綿布は7日 である.こ の実験

を繰返 して再現性を確認 した.

2.3.2灰 汁潰けによる試験布片の色相変化:絹 は灰汁漬けによって重量増減変化が著し

く,可 視的には浸漬の回数 とともに光沢を帯び艶(つ や)の 生 じるのが観察 される.光 学

的な数値変化も予測されるので精練と漂白の状態を試験した.絹 および綿布25×25cmの も

のを用いて,500mlの ビーカー一に250mlの 灰71を 入れたもの2個 を準備し水洗,乾 燥1
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た試験布 をそれ ぞれ浸漬 し,0夜 静 置 し翌 日布 を液 か ら取出 して絞 り直射 日光下に3時 間

風 乾の後,5×5cmを 切断 し,こ の操f乍を25回 行 った.5×5cmの 各 試験布片25枚 づ&を

得 た.

2.3.3灰 汁 漬 け布片 の白色度 の測 定17)

2.3.2の 灰 汁漬けによって得 た試験布 の白色度 の測定を 日立製Model307・ 自記分光光

度測定 器を も一、て行な・,た.絹 お よび木綿 の水洗原布か らそれぞれ25回 まで の測定値を得

た.そ の結 果を原布,灰 汁漬け5回,10回,15回,20回,お よび25回 の ものにつ いて波長

と反射率 の座標 の グラフを第2図AとBに 示 す.

反

射

・千身

/i
//

水洗

波 長 ・nm,

笛2図A灰 汁漬け絹布の反射率曲線

グラフの カー ブの示す ものは灰 汁 漬け の進 行 と鼠もに肉 眼には光沢を増 し艶が 出て くる

が,機 器 の現 わすそれ は灰汁成 分の吸収 と比例 して反射率は低下 している.本 図か ら2波

長法に よって各段階 の布 の黄変度指 数(YellownessIndex,Y・1と 以 下略す)を 計算す る

と第3表A・Bの 如 くにな る.

笛3表A灰 汁漬け絹布のY・1

水 洗 布

灰汁漬け5回

ii

!ノ

ii

//

10回

15回

20回

25回

R450 R700

63.5

60.5

58.0

56.5

56.0

55.0

87.0

86.0

86.0

85.5

84.0

83.5

Y.1=(R700-450)/R700

0.27

0.30

0.33

0.34

0.32

0.34
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反

射

・率

0
。

」δO 4δO

第2図B

5δりbδO
波 長(nm)

灰汁漬け綿布の反射率曲線

780

第3表B灰 汁漬け綿布のY・1

R450

水 洗 布

灰汁漬け5回

〃

〃

〃

〃

10回

15回

20回

25回 「

82.0

77.5

75.5

74.5

68.5

69.0

R700

90.0

・.

87.5

84.6

83.5

82.5

Y.1=(R700-R450)/R700

0.09

0.12

0.13

0.12

0.18

0.16

第3表AとBの 数値 の示 す通 り灰 汁漬け と 日光晒 しの結果は回数の重 なるに比例 して黄変

度 指数は増 加 してい る.絹 において10～15回 でConstantに な ることは灰汁漬 けの重量 の

リミッ トと関連 してい る.こ の作業は精練 と媒 染に意義が認め られ る も漂 白はされ ていな

い.

2.3.4絹 布 灰汁漬け液か らセ リシンの単離:絹 布灰汁漬 の終 った液 は黄濁 してい る.こ

の液200m1にCH3COOHを 加 え,pH・=4.0と す ると,白 色 の軽 い沈 でんが生 じる.-0夜

静 置 して,内 容物を遠心分離(1分 間4,000廻 転)10分 間 の後に上澄液 を分け白色沈でん

を得た.ア ル コ・一ルついでエ ーテルで水分を除 き真空 デシ ケー ター中でシ リカゲル上に 乾

燥 した.

白 色粉 末の収量=14.7mg

上 記 の上澄沖液 を減圧 の下に濃縮 して,50m1の 黄 色液 を200mlの ビー カーに うつ し,n一

ブ タノ0ル:ア ル コール=3:1の 混 合液を徐 々に注加す る.か きまぜ なが ら,白 色の沈ん
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で んが 出来 な くなるまで加えた,内 容物を遠心分離器 に うつ し,4000/1minの 速 度で10分

間 遠心分離 し,上 澄液 を別け,ア ル コ0ル,つ いでエ0テ ルで処理 した白色固体を真空乾

燥器 中で吸 引乾燥 を行 なった.

白色 固体 の収量=33.2mg

2.3.5セ リシンの加水分解:n一 ブ タ ノール ーアル コール混液に よって沈 でんした セ リシ

ン10mgを 容量25mlの ナ ス型 コルベ ンに入れ,2N-HCIlmlを 加 え,デ イ ムm冷 却器を

付 して湯浴上 に1時 間加熱 した.放 冷 後,冷 却器を取 り去 って,吸 引 アダプ ターを コル ベ

ンに と り付 け,ア ル コ0ル を黄色 の水解液 に注加 して減圧濃縮を三度 くりかえ してexcess

のHClを 放 逐 して淡黄色の水解 シ ラップを得 た.

収=9.omg

2.3.6セ リシ ン水解シラ ップのペーパーク ロマ トグラフ ィー18):毛 細 管 の先端 を水解 シ

ラップに突込 み微量を採 り,つ ぎに ガラス板上の水滴に毛細管 の先端 を触れ て水解 シ ラッ

プを水溶液 とした.こ れを試料 として東洋U紙NO.51.40×40cmの 原 点 にスポ ッ トして,

上 昇法に よって2次 元 クロマ トグラフィ0を 行な った.展 開剤は1次 元はn一 ブタノ0ル,

酢 酸,水(4:1:2)2次 元 は水飽和 フエ ノール(フ エ ノール:水=・5:1)22～25。C,16時 間

つつであ る.呈 色試 薬

次

元

"
ブ

タ

ノ
ー

ル

・
酢

酸

・
水

T

● 夏

ぢ
キ

議

κ

ζ
i

酸

・
セ
リ

ン

一 一____一

チ

ロ
シ

ン

●

グ

リ

シ

ン

●

●

●

ア
ラ

ニ
ン

●

o

●
ロ
イ

シ
ン

0
-一 → フ エ ノ ール 水 飽和:2次 元

第3図 セ リシ ン水 解 物 のペ ーパ ー ク ロマ トグ ラ ム

簗4表Rf値 と発 色 に よる区 別

として,ニ ンヒ ドリン

の水飽和 ブタノール溶

液 を用 い,第3図 の ク

ロマ トグラムを得た .

そ のRf値 と発色に よ

って7種 の ア ミノ酸を

認定 した.第4表 に こ

れを示す.こ の うちの

セ リンは絹組織 の うち

セ リシ ンに特有 の成分

であって,灰 汁漬 けに

ょって絹表面 のセ リシ

ンが溶 出 し,灰 汁 中の

媒染有効成分 が吸着 さ

れ るのであ る.

Rf値

0.28

0.30

0.41

0.24

i

O.55

0.18

ニ ン ヒ ドリンに よる発 色

　

褐

晴

褐

赤

赤

赤

赤

黄

黄

紫

アπ ノ 酸

セ リ ン

ア スパ ラギ ン酸

グ ル タ ミン酸

グ リ シ ソ

ア ラ ニ ン

チ ロ シ ソ

ロ イ シ ン
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2.4染 色 実 験

2.4.1試 験 布 の灰 汁漬 け:2.3.1と 同 じ条件で絹 布と綿 布お のお の25×25cmの 灰 汁漬け

と日光晒 しを行った ものを試験に供 した.

2.4.2染 色 条件:染 色温度 は ウォーターバスを調節 して68±2℃ とし,紫 根の色索の抽

出 もこの温度 で行なった.染 色時間は バス浴中 に10分 間 保ち,バ ス浴 よ り容器を取出 し放

冷15分 間 とした.紫 根/'を 用 い500mlビ ー カーに入れ た蒸溜水100mlを 予 めバス浴中で

温 めた中へ綿袋 に入れ た紫根 を煎 じ出す.袋 を1時 間後に と り去 り,2.1.4に よ って作 っ

た灰汁液150mlに15分 間 浸 した試験布 を固 く絞 り風 を当てなが らウォー タバス浴中の紫根

液 に漬け,と き どき試験布 を取 り出 し絞 って風 に当て る.所 定 の時 間に布を染液 よ り取 り

出 し軽 く絞 って風通 しのよい窓側 で風乾す る.1日1回 染 色 し翌 日絹 お よび綿 布 とも一端

か ら鋏を入れて5×5cmを 切 り離 す.こ の操作を25回 行 なって各試験布 の25枚 づxを 得た .

2.4.3染 色 布 の色相変化:2.4.2で 染 色 の25段 階 の資料を得 て,そ れ ぞれ について島津

製光電色彩計に よ り各波長 の反射率 曲線 と,Digital計 算 表示装置に よって色 の三刺激値

X,Y.Zの 数 値が得 られた .

2.4.4絹 の紫染布 の反

射率 曲線:各 段階 の染 布
80

の 中 か ら1回,5回,10

回,15回,20回,24回,

プ し て グ ラ フ に 示 す .

本 図 に お い て 最 初 か ら20
fi(1

回 までは550nmと600nm

付 近 に谷があ ってW型 を

k後 は600nmま で'F坦 とな

.、,2.4.5紫 染 綿布の反射

3。 率 曲線:絹 布 と同様 に各

段階 の染 布か ら1回,5

23回,24回,25回 を選 ん

loで 図に示 した
.

IF)

コリ

凱

380 180 580 680,けo

波!、nm

第 ・1図 紫染絹布の反射率曲線
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絹とくらべると木綿は

10回付近 まで色素の吸

収は早いが15回 前後か

らにぶ り,20回 では完

全に絹に劣ることが明

白 となる.徳 川 期の
こ南部紫根染め

.は 木

綿を紫根で美しい紫に

染めたが,豆 汁(ご)を

もって木綿にCoating

し色素の吸着力を補強

したのであろう.

80

(iO

一1u

IZ

射1

率

θ

θ

20

1c>

15

20

コけ

…!
";)

380

2.5紫 染 布の色の三刺激値17)

180580

波 長nm

lll5図 紫 染綿 イllの反射 率ili応1

lU

15

20

塞
-

P
)

ソ

旧
ノ
一

(iKUiUO

2.5.1紫 染 絹 布

第5表 紫 染 絹 布

絹布染色回数

1

5

10

15

20

23

24

25

整 理 番 号

1-I

I-5

1-10

1-15

i-20

1-23

1-24

1-25

x

37.0

26.5

18.95

10.45

7.25

5.6

4.55

4.25

Y

36.75

25.9

17.95

9.45

6.3

4.75

3.85

3.65

z

42.2

31.0

22.8

13.9

9.85

7.5

5.7

5.45

X十Y十Z

115.95

83.4

59.70

33.80

23.40

17.85

14.10

13.35

x

0.32

0.32

0.32

0.31

0.31

0.31

0.32

0.32

y

0.32

0.31

0.30

i

O.27

0.27

0.27

0.26

Z

0.36

0.37

0.38

0.41

0.42

0.42

0.41

0.42
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2.5.2紫 染 綿 布

第6表 紫 染 綿 布

綿布染色回数

1

5

10

15

20

23

24

25

整理番号

∩
)

に
」

∩
)

つ
e

4

〔
」

1

5

1

1

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

x Y ZX十Y十1.x Y Z

38.9

29.45

21.0

15.25

9.7

8.1

6.3

6.3

38.3

28.6

19.7

14.1

8.35

6.9

5.2

5.25

2.6C.1.E.色 度 座標 による表 色

2.6.1紫 染 絹布 の表色 図

0001

「」9
●

x・85

46.8124.0

36.294.25

27.0567.75

20.850.15

14.232.25

11.526.5

8.9520.45

9.220.75

0.310.310.38

0.310.300.39

0.300.290.41

0.300.280.42

0.300.260.44

0.310.260.43

0.310.250.44

0.300.250.45

・70

・65

Cり
】
05

＼

＼
げ

・

激

葡

灘

15

ン
も

。。
〇
三
娼
〉

U・05

＼

475

＼
＼

.liU

460

・ユ0。15380・20・25

to

4!c)

第6図

`1

＼
＼

(i'_'O

E>jU

68()
to
780

・30・35・40945●50・55・60・65・70

Valuesofx

紫 染 絹 布 の 表 色 図
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2.5.1第5表 のx値 とy値 をx座 標,y座 標 上に求め てそ の交点 と原点Cを 結ぶ直線 は

380nmと680nmを 結 ぶ底辺 と交わ り,第1回 は赤 に近 い淡 い紫 であ り,上 部へ の延長線

は馬蹄型 の外 周の502nmの 波 長部 に達 す る.502Cと して表わ し,CはComplimental

Colorの イ ニシアルである.10回 目は青味を増 した紫の底部 の位 置 で 延 長 線は514C,

20回 は552C,24回 と25回 は ほ とん ど線が重 な り染着 の リミッ トが窺 われ るとともに541

Cで 示 され る美 しい深紫 であ る.

2.6.2紫 染 綿布 の表 色図

1・Ol)

・9(1

・δ0

・70

乞

}
。

。。
Φ
2

娼
ン

・4し}

・3u

・2(,

・IU

0・05●10・15・)U。25 ・」0・3」 ・40・ ・45・ .♪O

Valuesofx

610

62(,

・JJ .・60・65・70・,.)

第7図 紫 染 綿 布 の表 色 図

2.5.2第6表 のxとy値 に よって色度点 を求め原点Cと 結 ぶ.第1回 は原点に近 く染め

の淡い ことが如実にわか り10回 に して青に近 い色 相で567C,20回 と25回 は ほ とん ど重な

ってい る.

3.実 験 結 果 と 考 察

3.1紫 染における灰汁効果について:椿 灰は遊離アルカ リ少なく,絹 布への作用がゆる
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やかで 日数 をか けて漂 白 し灰汁 中のアル ミニウムが染着 され ると考え られていた .著 者 ら

は絹布の`IT_・.:変化 を追跡 して,灰 汁漬の初期 に絹 布の重 量の急速 な減 少に着眼 して,絹 布

か らセ リシ ンの溶 出す る 事実 を証 り1した.

3.2染 色 につ いて:灰 汁 漬 と染色 を交互 に/1'rl,う手 法が染着効 果を高め ることが判か り,

染 色 も20回 前後で充分に古代紫の色相が得 られ る.木 綿 の染色 は初期 において濃 くな る

が,絹 はConstantに 色 相 を深め る.

3.3椿 灰 の利用 は生化学的 な見地 か ら興味 多 く,Alを 主 として媒 染に用 い遊 離 アル カ

リが 少な くpH=・-9.5の 灰 汁は絹布が 日光に晒 され る時に紫 外線に 対⊥ て最 も安 全な/ll〔で

あ る.

3.4延 喜 式に もとず く紫 染の濃淡の色相の ものは灰汁に よる 肖珠 づけ ,酢 に よる赤味 づ

けに よって復元は"∫能であ る.

本 稿 を終 るに当 り京都市立染色試験場技師生 谷F:tlrrrJ!,}:i-J柳太 陽 両氏に 白度測定に際 して

御 世話に成 り,感 謝致 します。住友化学工業色彩研究室の村 田幸 男先生 よ り御高Ltrを 戴 き

色彩測定に臨んで御教示を受け ました.厚 く御礼を 申し上げ ます .
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Summary

"Ml
ledyeing;uymeansofthetechniqueofOrientalancientpurpleswas

investigated.Beforedyeing,silkclothswereimmersedIllanaqueoussolutionof

Camelliaashesanddriedinair.Theseoperationswererepeated,andthesericin

thatwasisolatedfromtheashjuicewashydrolyzedin2N-hydr()chloricacid .

Theresultinghydrolysatesofsericin,variousL-aminoacids,wereconfirmedon

paperchromatography.Moreover,itwasfoundthatmetallicsaltsintheash

juicecouldactasmordants,


